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概 要 

 本調査は南関東防衛局による防衛大学校食堂棟新設に

伴う事前調査として、2011 年３月 16 日から発掘調査を開始

しました。 

 本遺跡は、横須賀市の東京湾を望む観音崎・走水地区の

丘陵上に展開しています。これら２遺跡のうち、小原台堡塁

は東京湾の防備を目的として明治25年 12月１日に起工し、

明治27年９月30日竣工されました。本堡塁跡の周辺にも多

くの砲台や堡塁、海堡が東京湾を取り囲むように構築されて

います。 

 大正３年の陸軍工兵による爆破演習により破壊されたと考

えられていた堡塁ですが、これまでの調査から、レンガやコ

ンクリートによる構造物や空壕と考えられる規模の大きな掘

り込みなど多くの遺構が確認されています。レンガ構造物と

した写真は、厚いレンガの壁に仕切られた構造物です。２ｍ

ほど掘下げるとコンクリートの床が残っていました。 

 

 

 

 

▲ 小原台堡塁 
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